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内
地
・
そ
の
他

嗚
呼

大
正
生
れ

青
春
激
動
の
時
代

宮
城
県

清
和
田

忠

雄

我
々
大
正
生
ま
れ
の
青
年
時
代
は
激
動
の
時
代
で
愚
か

な
戦
争
の
明
け
暮
れ
で
し
た
。
国
民
の
三
大
義
務
と
称
し

て
教
育
・
納
税
・
兵
役
と
、
満
二
十
歳
と
も
な
れ
ば
好
む

と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
適
齢
の
徴
兵
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
甲
種
合
格
と
も
な
れ
ば
人

の
嫌
が
る
軍
隊
に
入
隊
し
て
厳
し
い
訓
練
を
も
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
こ
の
検
査
と
称
し
て
十
二
月
一
日
よ
り
翌
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
は
一
学
年
下
の
者
と
共
に

徴
兵
検
査
を
受
け
る
仕
組
み
で
し
た
。
小
生
は
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
一
月
三
日
生
ま
れ
で
、
御
多
分
に
洩
れ

ず
一
学
年
下
の
者
と
一
緒
の
検
査
で
、
同
級
生
よ
り
は
一

年
遅
れ
の
入
隊
で
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
年
）
年
〔
紀

元
二
千
六
百
年
〕
度
の
徴
集
兵
で
し
た
。

六
月
、
佐
沼
小
学
校
の
講
堂
に
於
い
て
一
泊
二
日
間
の

予
定
で
適
齢
検
査
を
受
け
、
早
生
ま
れ
な
の
で
順
番
一
位

で
甲
種
合
格
の
声
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
日
に
仙
台
連
隊
区
司
令
官
名
の
「
朝
鮮
羅
南
第

八
部
隊
十
二
月
二
日
広
島
市
に
於
い
て
現
役
兵
に
徴
集
し

入
営
を
命
ず
る
」
と
の
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
身
の

廻
り
の
整
理
や
ら
親
戚
の
方
々
へ
の
挨
拶
廻
り
等
で
、
戦

時
下
の
風
雲
急
を
告
げ
る
時
節
柄
だ
け
に
身
の
引
き
し
ま
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る
思
い
で
、
覚
悟
は
で
き
て
お
り
ま
し
た
。
青
年
訓
練
所

よ
り
青
年
学
校
と
名
称
も
変
わ
り
、
週
一
、
二
回
位
の
召

集
日
で
軍
事
訓
練
が
主
で
し
た
。
夜
は
二
時
間
の
夜
学

で
、
こ
れ
ま
た
軍
事
に
関
し
て
の
学
科
お
よ
び
算
盤
の
練

習
で
し
た
。
日
中
は
農
作
業
で
骨
身
い
っ
ぱ
い
の
重
労
働

な
の
で
夜
は
疲
れ
て
居
眠
り
し
な
が
ら
の
勉
強
で
し
た
。

中
に
は
鼾
を
か
く
者
も
い
る
始
末
で
、
い
や
は
や
と
ん
だ

夜
学
風
景
で
し
た
。

当
時
は
現
代
の
よ
う
な
機
械
化
の
時
代
と
違
い
全
部
が

全
部
手
作
業
と
い
う
重
労
働
で
し
た
の
で
、
ど
の
家
で
も

秋
の
穫
り
入
れ
も
雪
が
散
ら
つ
く
頃
ま
で
か
か
っ
た
も
の

で
す
。
年
老
い
た
両
親
と
幼
い
兄
弟
を
残
し
て
の
入
隊
す

る
の
が
長
男
と
し
て
心
残
り
で
一
番
に
辛
か
っ
た
の
で
し

た
。こ

れ
も
君
の
た
め
、
国
の
た
め
と
「
一
旦
緩
急
あ
れ
ば

義
勇
奉
公
に
殉
じ
」
る
の
が
「
男
子
の
本
懐
之
に
過
ぎ
る

も
の
な
し
」
と
叩
き
込
ま
さ
れ
て
い
る
時
代
な
の
で
、
皆

が
皆
そ
う
考
え
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
自

分
だ
け
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

そ
う
こ
う
す
る
内
に
入
隊
の
日
も
近
づ
き
、
昭
和
十
五

年
十
一
月
二
十
八
日
、
郷
里
を
出
発
す
べ
き
日
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
ま
だ
防
諜
上
も
厳
し
く
な
い
の
で
、
庭
に

は
仰
々
し
く
「
祝
入
営
」
の
数
本
の
幟
を
立
て
「
千
人

針
」
の
胴
巻
と
、
肩
か
ら
祝
入
営
の
こ
れ
ま
た
名
入
り
の

襷
を
掛
け
、
得
意
顔
に
小
学
校
上
級
学
年
の
生
徒
・
国
防

婦
人
会
・
愛
国
婦
人
会
・
在
郷
軍
人
分
会
・
青
年
団
男
女

団
員
・
青
年
学
校
生
徒
、
村
役
場
職
員
・
親
戚
の
方
々
と

大
勢
の
見
送
り
を
受
け
ま
し
た
。

桜
岡
公
園
で
は
盛
大
な
る
歓
送
会
を
挙
行
さ
れ
、
五
人

の
入
営
兵
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
せ
ら
れ
「
行
っ
て
参
り

ま
す
」
と
勇
躍
征
途
に
つ
き
ま
し
た
。
仙
北
鉄
道
の
コ
ト

コ
ト
と
鈍
行
の
軽
便
汽
車
で
登
米
駅
よ
り
乗
車
、
仙
台
駅

ま
で
親
戚
の
叔
父
に
付
き
添
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
各
地
よ
り
集
合
し
た
一
団
と
合
流
し
て
一
路
広
島
市
へ

と
向
か
っ
た
の
で
す
が
、
途
中
静
岡
駅
で
友
人
の
親
戚
の

面
会
を
受
け
、
東
北
人
で
は
当
時
は
初
め
て
見
た
枝
葉
付

の
み
か
ん
を
戴
き
ま
し
た
。
し
か
し
広
島
ま
で
食
べ
ず
大

事
に
持
っ
て
行
き
、
軍
服
と
着
替
え
て
郷
里
に
私
物
を
送
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る
荷
物
の
中
に
入
れ
て
送
り
ま
し
た
。

郷
里
の
父
母
兄
弟
が
初
め
て
見
る
枝
葉
付
き
み
か
ん
に

喜
ぶ
顔
が
目
に
浮
か
び
、
ホ
ロ
リ
と
し
た
事
が
今
だ
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
日
本
一
の
富
士
山
を
窓
越
に
拝
さ

れ
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
出
来
事
で

も
あ
り
ま
し
た
。

広
島
で
二
週
間
の
滞
在
中
軍
服
の
着
用
、
帽
子
の
被
り

方
、
巻
脚
絆
の
巻
き
方
、
敬
礼
の
仕
方
、
徒
歩
訓
練
等
々

初
年
兵
と
し
て
の
初
歩
的
な
一
通
り
の
訓
練
を
受
け
、
ど

う
に
か
型
通
り
の
恰
好
が
で
き
た
頃
、
厳
島
（
日
本
三
景

の
一
つ
）
神
社
を
参
拝
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
海
の
中
に
浮

か
ぶ
赤
い
大
鳥
居
、
回
廊
と
驚
愕
す
る
も
の
ば
か
り
で
、

特
に
鹿
を
見
て
戯
れ
る
の
も
初
め
て
で
、
何
も
か
も
田
舎

者
に
は
珍
し
か
っ
た
の
で
す
。

十
二
月
九
日
、
宇
品
港
よ
り
軍
用
貨
物
船
の
二
段
仕
切

り
で
、
蚕
棚
の
よ
う
な
座
っ
て
い
る
の
が
や
っ
と
の
ギ
ュ

ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
に
さ
せ
ら
れ
て
の
船
出
で
し
た
。
途
中
か

ら
名
に
し
お
う
か
の
玄
界
灘
を
通
過
の
時
は
、
あ
れ
程
の

大
き
な
輸
送
船
が
木
の
葉
の
ご
と
く
上
下
に
翻
弄
さ
れ
、

胸
が
こ
み
上
げ
、
顔
面
蒼
白
、
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
の

悪
戦
苦
闘
で
、
ゲ
ッ
ト
ゲ
ッ
ト
と
ヘ
ド
を
吐
く
始
末
で
し

た
。
飯
な
ど
は
と
う
て
い
喉
を
通
ら
ず
、
い
や
は
や
陸
の

兵
ど
も
も
初
め
て
の
経
験
で
閉
口
し
ま
し
た
。
え
ら
い
船

酔
い
で
し
た
。

十
二
月
十
三
日
、
よ
う
や
く
に
し
て
朝
鮮
咸
鏡
北
道
清

津
府
羅
南
（
現
北
朝
鮮
）
第
十
九
師
団
山
砲
兵
第
二
十
五

連
隊
第
三
大
隊
第
七
中
隊
猪
狩
隊
に
入
隊
す
る
。
酷
寒
零

下
の
三
〇
度
と
い
う
北
鮮
の
広
野
、
我
々
東
北
の
人
は
生

ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
、
想
像
も
つ
か
な
い
寒
さ
で

す
。
窓
と
い
う
窓
は
全
部
二
重
窓
で
、
暖
房
は
ペ
ー
チ
カ

と
い
っ
て
巨
大
な
円
筒
型
の
煉
瓦
の
積
み
重
ね
で
で
き
て

お
り
、
石
炭
を
燃
料
と
し
て
部
屋
の
中
は
ま
る
で
春
の
季

節
の
よ
う
で
し
た
。

入
隊
二
日
位
ま
で
お
客
様
扱
い
で
し
た
が
、
宮
城
・
福

島
・
新
潟
県
人
と
い
う
所
帯
で
し
た
の
で
、
お
互
い
に
ラ

イ
バ
ル
意
識
が
強
く
、
対
立
が
激
し
く
、
気
合
が
か
か
っ

て
お
り
ま
し
た
。
入
浴
場
よ
り
中
隊
の
兵
舎
ま
で
帰
る
間
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に
、
手
に
し
た
タ
オ
ル
が
凍
っ
て
棒
の
よ
う
に
な
る
始
末

で
す
。
ま
た
便
所
の
大
便
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
に
重
な

り
、
尻
に
つ
か
え
る
の
で
清
掃
屋
の
ヨ
ボ
（
人
夫
）
が
鉄

の
棒
で
砕
い
て
牛
車
で
運
ん
で
行
く
の
で
す
。
水
道
の
蛇

口
な
ど
、
鉄
の
部
分
に
素
手
で
触
る
も
の
な
ら
吸
い
つ
い

て
指
の
皮
が
剥
が
さ
れ
る
始
末
で
す
。

正
月
の
四
方
拝
に
は
前
夜
の
非
常
呼
集
で
叩
き
起
こ
さ

れ
、
羅
南
神
社
ま
で
駈
け
足
の
行
軍
で
参
拝
、
連
隊
に

帰
っ
て
誠
山
神
社
参
拝
、
宮
城
の
方
角
に
向
か
っ
て
遙
拝

し
て
終
了
。
元
旦
は
鯛
の
お
頭
付
と
お
神
酒
が
振
る
舞
わ

れ
て
一
日
中
無
礼
講
で
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

山
砲
隊
の
軍
旗
祭
に
は
歩
兵
と
違
っ
て
軍
旗
で
は
無
く

九
四
式
の
連
隊
砲
が
主
幹
と
聞
か
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

六
カ
月
の
基
本
訓
練
で
一
期
の
検
閲
も
終
了
し
、
昭
和
十

六
年
六
月
一
日
、
隊
付
衛
生
兵
と
し
て
の
試
験
に
合
格
、

羅
南
陸
軍
病
院
に
原
隊
よ
り
六
カ
月
間
通
修
で
の
教
育
を

受
け
一
人
前
の
衛
生
兵
と
し
て
勤
務
す
る
。
三
カ
月
交
代

で
の
龍
岡
射
撃
演
習
場
廠
舎
に
駐
屯
し
て
の
演
習
、
朱
乙

温
泉
ま
で
の
強
行
軍
、
秋
季
の
大
演
習
と
も
な
れ
ば
會

寧
・
満
州
国
・
圖
門
・
安
寧
・
牡
丹
江
・
勃
利
・
佳
木
斯

間
で
、
途
中
若
干
の
汽
車
輸
送
も
あ
る
が
往
復
徒
歩
行
軍

の
大
行
軍
で
し
た
。

ハ
イ
エ
ナ
の
ソ
連
を
想
定
し
て
の
大
演
習
で
す
。
ハ
イ

エ
ナ
と
は
犬
に
似
て
い
る
が
鼻
づ
ら
が
短
く
後
半
分
は
小

さ
く
前
足
の
指
は
四
本
、
草
原
に
住
み
夜
中
に
出
て
来
て

猛
獣
達
の
食
い
残
し
た
肉
や
骨
を
食
い
、
口
辺
は
い
つ
も

血ち

腥
なまぐさく
ド
ス
黒
い
血
痕
で
汚
れ
て
い
ま
し
た
。
ブ
チ
ハ

イ
エ
ナ
は
体
が
大
き
く
性
質
が
荒
く
、
夜
に
な
る
と
人
の

笑
い
声
に
似
た
声
を
出
す
の
で
ワ
ラ
イ
ハ
イ
エ
ナ
と
も
言

う
狡
る
賢
い
性
質
で
ソ
連
の
国
民
性
が
よ
く
似
て
い
る
の

で
す
。

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
勃
発
し
た
日
露
戦

争
は
完
勝
に
終
わ
り
、
三
国
干
渉
に
よ
り
返
還
さ
せ
ら
れ

た
遼
東
半
島
を
ロ
シ
ア
は
三
年
後
に
奪
い
取
り
、
満
州
支

配
と
朝
鮮
半
島
に
干
渉
を
加
え
日
本
を
狙
う
な
ど
の
事
情

を
知
る
に
及
び
狡
猾
な
国
と
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
し
て

来
た
も
の
で
す
。

178



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1419 179 88/11/15/17:07:22 H

E
G
U
1419 bun p175-201

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
蘆ロ
溝コウ
橋キョウ
に
て
日
中
両
軍
の

衝
突
、
昭
和
十
三
年
七
月
の
張
鼓
峯
事
件
、
こ
れ
は
ソ
満

国
境
に
お
け
る
か
な
り
の
大
掛
か
り
な
紛
争
と
な
り
ま
し

た
。
八
月
十
日
停
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
続
い
て
昭
和
十

四
年
一
月
五
日
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
勃
発
、
九
月
に
停

戦
協
定
が
成
立
し
ま
し
た
が
日
本
は
推
定
で
約
五
万
二
千

人
、
ソ
連
は
張チョウ鼓コ
峯ホウ
で
機
械
化
部
隊
の
小
手
調
べ
に
よ
り

肉
を
食
い
込
み
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
骨
を
嚙
み
砕
き
、
日
本

軍
は
こ
こ
で
初
め
て
機
械
化
さ
れ
た
近
代
戦
の
洗
礼
を
受

け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
六
年
四
月
、
蚊
帳
の
外
で
は
全
く
不
可
解
な
日

ソ
中
立
不
可
侵
条
約
が
調
印
（
外
務
大
臣
松
岡
洋
右
氏
）

さ
れ
、
完
全
に
日
本
は
嘲
笑
さ
れ
、
昭
和
十
六
年
七
月
関

東
軍
特
別
大
演
習
（
関
特
演
）
の
名
目
で
発
動
さ
れ
た
大

掛
か
り
な
対
ソ
作
戦
は
、
兵
力
百
二
十
万
人
、
馬
匹
三
十

万
頭
と
い
う
大
動
員
の
召
集
が
あ
り
ま
し
た
。

関
東
軍
・
北
鮮
部
隊
で
寒
さ
に
耐
え
る
部
隊
将
兵
で
し

た
が
、
そ
の
後
の
南
方
派
遣
軍
司
令
官
山
下
奉
文
大
将
が

暖
か
い
南
部
仏
印
進
駐
に
利
用
し
た
の
で
す
か
ら
た
ま
り

ま
せ
ん
。
風
土
病
で
倒
れ
る
兵
隊
が
続
出
し
、
そ
れ
に
加

え
て
、
さ
ら
に
南
方
作
戦
の
進
展
に
よ
る
島
嶼
作
戦
に
は

輸
送
船
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
敗

戦
の
色
濃
厚
と
な
り
、
制
空
・
制
海
権
は
敵
の
手
中
に
陥

り
、
敵
機
の
餌
食
き
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
の
的
と
な
り
、

目
的
地
に
到
達
で
き
ず
し
て
海
の
藻
屑
と
消
え
失
せ
、
多

く
の
将
兵
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
、
師
管
外
転
出
馬
輸
送
の
た
め
隊

付
衛
生
兵
と
し
て
漢
口
作
戦
用
軍
馬
輸
送
の
任
務
に
つ
き

ま
し
た
。
満
州
、
北
支
、
南
支
、
新
浦
線
経
由
で
終
点
浦

口
駅
着
、
浦
口
港
よ
り
輸
送
船
に
て
軍
馬
を
積
み
込
み
ま

し
た
。
任
務
終
了
後
は
原
隊
復
帰
し
て
十
二
月
二
十
五

日
、
三
カ
年
の
満
期
を
終
え
、
軍
隊
最
後
の
除
隊
兵
と
し

て
（
後
続
の
兵
隊
は
皆
南
方
戦
線
へ
と
狩
り
だ
さ
れ
る
）

内
線
経
由
で
釜
山
港
に
至
り
、
下
関
港
に
上
陸
、
同
日
付

で
晴
れ
て
満
期
除
隊
の
身
と
な
り
郷
里
に
帰
り
ま
し
た
。

除
隊
後
は
在
郷
軍
人
分
会
に
入
会
、
家
業
の
農
業
に
専

念
、
妻
帯
し
ま
し
た
が
、
新
婚
生
活
も
今
だ
覚
め
や
ら
ぬ
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昭
和
十
九
年
六
月
十
八
日
、
予
備
役
臨
時
召
集
令
状
に
よ

り
隊
付
衛
生
兵
と
し
て
第
一
総
軍
東
北
軍
管
区
第
七
十
二

師
団
歩
兵
第
百
三
十
四
連
隊
仙
台
東
部
第
二
十
二
部
隊
連

隊
砲
中
隊
佐
竹
隊
に
応
召
す
る
。
敗
色
も
濃
く
な
り
防
諜

上
征
途
に
就
く
の
に
は
厳
し
く
な
り
、
奉
公
袋
は
風
呂
敷

に
変
わ
り
、
旗
も
幟
も
自
粛
さ
せ
ら
れ
、
コ
ソ
コ
ソ
と
一

人
で
の
入
隊
で
し
た
。

徴
兵
制
度
時
代
の
軍
隊
生
活
中
に
九
死
に
一
生
を
得
た

経
験
が
五
回
ほ
ど
あ
り
、
生
還
に
結
び
つ
い
た
こ
れ
ら
の

事
件
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
背
筋
に
冷
水
を
浴
び
さ
せ

ら
れ
た
思
い
で
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

一
度
目
は
北
辺
の
鎮
め
と
し
て
精
強
を
誇
っ
た
虎
兵
団

「
ア
リ
ラ
ン
」
羅
南
部
隊
で
は
あ
っ
た
が
満
期
が
延
期
と

な
り
、
そ
の
ま
ま
予
備
役
に
編
入
さ
れ
南
洋
諸
島
ト
ラ
ッ

ク
島
に
三
個
大
隊
が
派
遣
さ
れ
た
時
、
貨
物
船
を
改
造
し

た
輸
送
船
に
乗
船
し
た
。
恐
ら
く
台
湾
沖
で
敵
の
潜
水
艦

の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
轟
沈
さ
せ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

二
度
目
は
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
の
召
集
令
状
に
よ
り

補
充
隊
に
編
入
さ
れ
て
お
れ
ば
ソ
連
軍
の
侵
攻
に
遭
遇

し
、
八
月
十
五
日
の
停
戦
を
デ
マ
と
信
じ
、
戦
闘
を
続
行

し
羅
津
と
清
津
の
地
点
で
ソ
連
軍
戦
車
部
隊
が
攻
撃
し
て

来
た
の
を
死
守
す
る
戦
闘
に
参
加
し
て
お
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
万
が
一
つ
に
戦
死
を
免
れ
た
場
合
に
は

捕
虜
の
身
と
な
り
、
連
行
さ
れ
、
抑
留
生
活
中
、
酷
寒
零

下
三
〇
度
の
異
国
で
強
制
労
働
に
耐
え
兼
ね
、
凍
土
の
シ

ベ
リ
ア
に
命
を
落
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

八
月
十
六
日
の
熾
烈
な
る
空
襲
で
羅
南
師
団
の
軍
事
施

設
は
壊
滅
し
、
街
中
か
ら
望
見
す
る
に
誠
山
の
一
木
一
草

に
到
る
ま
で
奇
麗
に
焼
き
払
わ
れ
て
軍
都
の
面
影
は
な

く
、
た
だ
馬
撃
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
杭
だ
け
が
恰あたかも
部

隊
の
末
路
を
弔
う
墓
標
の
ご
と
く
焼
け
野
原
に
整
然
と
立

ち
並
ん
で
い
る
光
景
に
は
涙
も
出
な
か
っ
た
。

七
年
間
も
戦
場
を
知
ら
な
い
羅
南
の
庶
民
も
阿
鼻
叫
喚

の
坩
堝
と
化
し
、
師
団
司
令
部
、
陸
軍
病
院
等
は
山
中
深

く
移
動
退
避
し
た
が
、
そ
の
惨
状
は
見
聞
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
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三
度
目
は
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
沖
縄
戦
で
は
、
六
月
下

旬
の
召
集
が
あ
れ
ば
直
接
沖
縄
部
隊
編
成
に
参
加
、
部
落

の
同
年
兵
と
共
々
参
戦
し
、
太
平
洋
最
後
の
地
上
戦
闘
で

闘
い
、
玉
砕
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

四
度
目
は
七
月
九
日
の
深
宵
よ
り
十
日
未
明
に
か
け
て

の
軍
都
仙
台
が
Ｂ
29
重
爆
撃
機
百
二
十
三
機
編
隊
に
よ
る

焼
夷
弾
の
波
状
攻
撃
に
よ
り
被
爆
、
負
傷
あ
る
い
は
戦
死

し
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
。
仙
台
第
一
陸
軍
病
院
宮
城
野

原
分
院
教
育
隊
勤
務
の
た
め
こ
の
難
を
逃
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

五
度
目
は
昭
和
十
九
年
三
月
十
六
日
、
北
方
要
員
で
陸

軍
輸
送
船
「
日
蓮
丸
」
に
乗
船
し
て
お
れ
ば
、
敵
潜
水
艦

「
タ
ウ
ト
グ
号
」
の
雷
撃
で
轟
沈
さ
せ
ら
れ
た
で
あ
っ
た

ろ
う
こ
と
。
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
九
日
に
は
、
ア
ッ
ツ

島
日
本
軍
守
備
部
隊
山
崎
保
代
部
隊
長
以
下
二
千
五
百
人

の
将
兵
全
員
玉
砕
す
る
。

太
平
洋
戦
争
と
敗
色
の
濃
く
な
っ
た
昭
和
十
九
年
三
月

十
六
日
、
宮
城
・
福
島
・
新
潟
三
県
出
身
者
を
第
二
師
団

歩
兵
第
四
連
隊
に
召
集
、
急
遽
編
成
さ
れ
た
陸
軍
第
四
十

二
師
団
歩
兵
第
百
三
十
連
隊
第
九
中
隊
と
輜
重
兵
第
四
十

二
連
隊
が
釧
路
港
を
出
航
し
た
の
が
三
月
十
六
日
午
後
の

四
時
頃
で
あ
る
。
船
団
は
陸
軍
輸
送
船
「
山
菊
丸
」「
慶

安
丸
」「
日
蓮
丸
」「
梅
川
丸
」
の
二
列
縦
隊
に
護
衛
駆
逐

艦
「
霞
」「
薄
雲
」「
白
雲
」
が
警
戒
に
当
た
る
体
型
を
組

ん
で
の
出
航
だ
っ
た
。

港
を
出
て
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
体
型
を
整
え
、

時
速
七
ノ
ッ
ト
半
と
い
う
遅
い
船
足
で
太
平
洋
を
南
下

し
、
こ
の
あ
と
進
路
を
北
東
に
取
っ
て
中
部
千
島
を
目
指

し
た
。
し
か
し
米
潜
水
艦
「
タ
ウ
ト
グ
号
」
の
魚
雷
攻
撃

を
受
け
、
流
氷
浮
か
ぶ
酷
寒
の
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
。
将

兵
は
凍
傷
で
手
足
は
蒼
白
と
な
り
、
感
覚
が
な
く
な
り
、

五
分
と
も
耐
え
ら
れ
な
い
。
全
身
衰
弱
、
朦
朧
と
し
て
抱

き
抱
え
ら
れ
救
助
さ
れ
た
四
十
六
人
（
三
千
余
人
の
遭
難

者
の
内
）
の
中
に
は
千
島
列
島
守
備
隊
要
員
と
し
て
再
度

の
応
召
の
身
と
な
っ
た
羅
南
部
隊
を
満
期
除
隊
し
た
同
年

衛
生
兵
の
野
口
允
郎
・
池
田
甚
一
・
戸
田
春
光
・
横
田
善

栄
・
木
島
義
正
の
五
人
の
戦
友
の
姿
は
遂
に
無
か
っ
た
の

で
す
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
御
冥
福
を
お
祈
り
、
合
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掌
あ
る
の
み
で
す
。

米
潜
水
艦
「
タ
ウ
ト
グ
号
」
は
魚
雷
を
前
部
に
七
発
、

計
十
四
発
搭
載
し
て
我
が
船
団
の
来
る
の
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、
待
ち
構
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
船
団
は
敵
潜
水
艦
の

雷
撃
を
警
戒
し
て
「
之
の
字
」
運
動
に
入
り
、
決
め
ら
れ

た
信
号
で
右
に
何
度
、
左
に
何
分
進
め
る
航
法
で
あ
っ

た
。
夜
間
は
特
に
「
之
の
字
」
運
動
で
輸
送
船
団
は
駆
逐

艦
「
霞
」
の
先
導
の
発
光
信
号
だ
け
を
頼
り
に
針
路
を
右

ま
た
は
左
に
と
切
り
な
が
ら
変
針
し
て
進
ん
だ
の
だ
。
釧

路
港
を
出
航
し
た
の
が
午
後
四
時
頃
、
そ
し
て
敵
潜
の

レ
ー
ダ
ー
網
に
補
足
さ
れ
た
の
は
午
後
六
時
四
十
分
、
魚

雷
発
射
は
午
後
八
時
二
十
一
分
、
阿
鼻
叫
喚
が
嘘
の
よ
う

に
静
寂
に
戻
っ
た
の
が
午
後
九
時
頃
で
、
か
く
し
て
「
日

蓮
丸
」、
駆
逐
艦
「
白
雲
」
の
雄
姿
は
流
氷
浮
か
ぶ
酷
寒

の
海
へ
消
え
た
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
太
平
洋
戦
争
末
期
こ
ろ
東
北
の
兵
隊
等
を

乗
せ
た
輸
送
船
が
米
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
北
海
道
釧
路

沖
で
沈
ん
だ
。
遺
族
に
は
北
方
方
面
作
戦
輸
送
中
に
戦
死

と
の
公
報
と
一
握
り
の
砂
が
入
っ
た
遺
骨
が
届
い
た
。
三

千
人
近
い
人
間
が
死
ん
だ
「
日
蓮
丸
」「
白
雲
」
遭
難
事

件
は
、
戦
時
機
密
と
し
て
事
実
が
秘
匿
さ
れ
、
戦
死
の
経

緯
を
知
ら
な
い
ご
遺
族
が
い
ま
だ
に
東
北
各
地
に
多
数
お

ら
れ
る
と
の
事
で
す
。

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
高
齢
化
に
伴
い
一
部
遺
族
に

よ
っ
て
十
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
来
た
合
同
慰
霊
祭
は
、

六
月
を
最
後
に
打
ち
切
ら
れ
る
の
で
す
が
、
ご
遺
族
の
心

は
事
件
の
記
憶
が
風
化
す
る
事
な
く
鮮
明
に
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

カ
ー
キ
色
の
軍
服
を
着
た
兵
隊
が
寺
の
門
を
厳
重
に
固

め
て
い
た
。
左
の
腕
に
は
腕
章
の
白
地
に
赤
い
文
字
で

「
憲
兵
」
と
書
か
れ
て
い
た
昭
和
十
九
年
三
月
十
八
日
の

夜
、
北
海
道
厚
岸
町
の
正
行
寺
に
一
台
の
消
防
車
が
現
わ

れ
た
。
降
り
て
来
た
の
は
「
日
蓮
丸
」
と
共
に
あ
の
流
氷

浮
か
ぶ
北
海
に
投
げ
出
さ
れ
て
死
線
を
彷
徨
っ
た
将
兵
四

十
数
人
で
、
凍
傷
で
手
足
は
蒼
白
、
抱
き
抱
え
な
が
ら
寺

の
庫
裡
に
運
ば
れ
た
。
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戦
後
五
十
年
以
上
経
っ
た
今
、
約
三
千
人
以
上
と
い
う

東
北
の
兵
隊
が
沈
ん
だ
岬
の
沈
没
地
を
望
む
厚
岸
町
愛
冠

岬
の
「
日
蓮
丸

白
雲
遭
難
平
和
記
念
碑
」
に
は
、
こ
う

碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

岬
を
訪
れ
る
人
よ

わ
が
故
郷
に
告
げ
よ

わ
れ
ら
は
眠
る

こ
の
海
の
彼
方
に

祖
国
の
平
和
と

残
せ
し
人
を
想
い
つ
つ

わ
れ
ら
は
眠
る

永
久
に
と

徴
兵
制
度
に
よ
る
我
ら
が
歩
ん
だ
足
跡
を
振
り
返
り
見

れ
ば
、
羅
南
山
砲
兵
第
二
十
五
連
隊
創
立
は
大
正
五
年
四

月
一
日
、
野
砲
兵
第
二
十
五
連
隊
と
呼
称
す
。
大
正
九
年

六
月
一
日
、
早
朝
の
非
常
呼
集
に
よ
り
羅
北
川
河
川
敷
よ

り
拳
大
の
丸
石
を
持
ち
運
び
、「
誠
」
の
一
字
を
黒
書
き

し
て
石
垣
の
基
礎
を
作
り
、
そ
の
上
に
祠
を
建
立
、
誠
山

神
社
と
呼
称
し
て
連
隊
の
守
護
神
と
崇
め
る
。

大
正
十
一
年
六
月
十
五
日
、
軍
備
整
理
要
項
に
よ
り
連

隊
は
三
個
大
隊
に
増
員
（
一
個
大
隊
は
三
個
中
隊
）
し
山

砲
兵
第
二
十
五
連
隊
と
改
称
す
る
。
大
正
十
四
年
八
月
二

十
四
日
、
不
動
ケ
池
西
側
に
「
馬
魂
社
」
が
完
成
、
第
一

回
馬
魂
祭
を
施
行
す
る
。
以
来
四
月
七
日
を
祭
典
日
と
定

む
。
昭
和
十
五
年
羅
南
第
八
部
隊
と
改
称
す
る
。
昭
和
十

六
年
六
月
、
羅
南
虎
八
五
一
〇
部
隊
と
改
称
し
、
同
七
月

三
日
、
関
東
軍
特
別
大
演
習
の
名
目
で
大
掛
か
り
な
対
ソ

作
戦
と
し
て
満
州
部
隊
及
び
北
鮮
部
隊
に
大
動
員
令
が
下

令
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
兵
力
百
二
十
万
人
、
馬
匹
三
十
万
頭
の
召
集

が
行
わ
れ
、
二
段
兵
舎
、
厩
舎
の
急
造
が
行
わ
れ
た
。
同

年
十
二
月
八
日
、
海
軍
機
動
部
隊
に
よ
り
ハ
ワ
イ
真
珠
湾

奇
襲
攻
撃
で
午
前
零
時
を
期
し
日
米
開
戦
と
な
っ
た
。

「
ト
ト
ト
ト
・
全
機
突
入
せ
よ
」「
ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
・
我
れ

奇
襲
に
成
功
せ
り
」
の
暗
号
通
信
で
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
の
第

一
波
攻
撃
は
成
功
し
た
の
で
す
が
、
奇
襲
攻
撃
は
帝
国
海

軍
の
お
家
芸
で
は
あ
る
が
奇
襲
と
は
勝
利
か
破
局
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
。
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昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
無

条
件
降
伏
す
る
。
九
月
二
日
、
ミ
ズ
リ
ー
艦
上
で
降
伏
文

書
に
調
印
す
る
。
十
一
月
三
十
日
陸
軍
省
・
海
軍
省
廃

止
。
か
く
し
て
明
治
四
年
二
月
、
鎮
台
設
置
兵
部
省
六
月

一
日
徴
兵
令
が
発
布
さ
れ
国
民
皆
兵
主
義
に
よ
る
徴
兵
制

度
、
建
軍
以
来
実
に
八
十
有
余
年
の
歴
史
を
維
持
し
も
っ

て
富
国
強
兵
制
度
の
名
の
も
と
に
世
界
に
冠
た
る
誇
り
あ

る
大
日
本
帝
国
軍
隊
も
遂
に
物
量
の
前
に
屈
服
し
た
。
無

条
件
降
伏
、
武
装
解
除
そ
し
て
軍
隊
は
解
隊
消
滅
し
た
の

で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
八
日
、
再
度
の
召
集
で
第
七
十
二

師
団
歩
兵
第
百
三
十
四
連
隊
防
諜
部
隊
名
傳
第
三
三
七
三

部
隊
連
隊
砲
中
隊
佐
竹
隊
に
隊
付
衛
生
兵
と
し
て
入
隊
勤

務
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
仙
台
第
一
陸
軍
病
院
宮
城
野
原

分
院
教
育
隊
勤
務
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
七
月
九
日
の
深

宵
よ
り
十
日
未
明
に
か
け
延
べ
百
数
十
機
に
及
ぶ
Ｂ
29
重

爆
撃
機
編
隊
に
よ
る
大
爆
撃
を
受
け
、
軍
都
仙
台
は
市
内

の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
被
災
、
瓦
礫
の
山
と
な
り
ま
し

た
。

仙
台
陸
軍
病
院
は
勿
論
、
他
の
公
私
立
病
院
も
全
焼

し
、
人
々
は
阿
鼻
叫
喚
と
逃
げ
惑
う
中
、
宮
城
野
原
分
院

だ
け
は
辛
う
じ
て
戦
災
を
免
れ
ま
し
た
。
軍
人
は
元
よ
り

官
民
人
を
も
収
容
し
て
被
爆
者
の
治
療
に
専
念
し
ま
し
た

が
、
当
時
は
内
地
で
も
医
薬
品
は
既
に
底
を
尽
き
、
満
足

な
る
治
療
も
で
き
ず
仮
包
帯
の
み
で
温
泉
地
に
汽
車
輸
送

す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
治
療
で
し
た
。
一
週
間
も
昼
夜

の
別
な
く
介
護
に
没
頭
し
た
こ
と
も
過
ぎ
し
往
時
の
思
い

出
と
し
て
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

焼
野
原
と
化
し
た
街
は
一
カ
月
以
上
も
硝
煙
の
臭
い
が

消
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
戦
争
も
次
第
に
苛
烈
と
な
り
敗

色
も
濃
く
な
り
、
後
輩
の
兵
隊
も
皆
南
方
戦
線
へ
と
狩
り

出
さ
れ
、
制
空
制
海
権
は
敵
の
手
中
に
押
さ
え
ら
れ
、
敵

機
の
餌
食
、
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
の
的
と
な
り
、
目
的
地

に
到
達
で
き
ず
に
海
の
藻
屑
と
消
え
失
せ
ま
し
た
。
犠
牲

者
を
出
し
援
軍
を
待
つ
島
の
兵
隊
は
食
糧
も
弾
丸
も
な
く

餓
死
攻
め
に
合
い
全
軍
玉
砕
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。大

動
員
令
に
よ
る
一
億
総
参
加
も
、
戦
線
で
は
肝
心
の
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兵
器
や
弾
丸
も
な
く
、
た
だ
神
風
に
頼
り
、
竹
槍
と
日
本

魂
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
。
そ
れ
で
も
不
平
不
満
は
許
さ

れ
ず
、
非
戦
闘
員
と
言
え
ど
も
我
々
衛
生
部
員
も
本
土
決

戦
と
な
れ
ば
戦
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
五
人
に
一
挺
の
歩
兵
銃

で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
下
士
官
以
上
は
拳
銃
の
携

行
と
軍
刀
の
佩
刀
が
許
さ
れ
、
長
刀
を
吊
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
平
時
の
場
合
で
は
衛
生
部
員
は
営
外
居
住
で

も
短
剣
で
す
が
、
武
器
不
足
と
な
り
私
物
刀
ま
で
吊
る
す

よ
う
に
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

赤
紙
一
枚
で
い
や
応
な
く
君
の
為
め
国
の
為
と
い
う
大

義
名
分
の
下
に
召
集
さ
れ
、
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
み
、
二

十
代
の
青
春
を
棒
に
振
っ
た
幾
多
の
英
霊
を
思
う
時
、
尊

い
人
生
の
一
コ
マ
を
振
り
返
り
、
残
り
少
な
い
我
が
身
を

血
涙
し
て
嗚
呼
断
腸
の
思
い
で
、
た
だ
合
掌
あ
る
の
み
で

す
。部

隊
は
昭
和
十
九
年
七
月
二
十
日
、
通
称
「
傳
第
三
三

七
三
部
隊
」
の
連
隊
砲
中
隊
佐
竹
隊
と
呼
称
す
る
。
十
月

三
日
加
美
郡
色
麻
村
王
城
寺
原
廠
舎
に
移
駐
、
三
カ
月
交

代
で
の
屯
営
勤
務
に
入
り
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
十
一

月
一
日
に
は
新
潟
県
北
蒲
原
郡
笹
神
村
大
日
原
演
習
場
に

お
い
て
歩
砲
連
合
秋
季
の
大
演
習
に
参
加
、
同
十
一
月
末

に
は
桃
生
郡
野
蒜
海
岸
に
て
米
軍
上
陸
用
舟
艇
迎
撃
作
戦

に
参
加
、
浅
井
部
落
に
十
日
間
民
宿
。
十
二
月
に
入
り
仙

台
護
仙
部
隊
と
歩
砲
連
合
秋
季
の
大
演
習
に
参
加
、
色
麻

村
、
王
城
原
演
習
場
廠
舎
よ
り
仙
台
歩
兵
第
四
連
隊
兵
舎

ま
で
、
途
中
民
宿
を
重
ね
な
が
ら
一
週
間
が
か
り
の
大
演

習
参
加
。
十
二
月
一
日
、
仙
台
第
一
陸
軍
病
院
宮
城
野
原

分
院
教
育
隊
に
勤
務
す
る
。
昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
原

隊
の
部
隊
は
名
取
郡
愛
島
村
館
腰
山
稜
線
高
地
に
連
隊
砲

台
を
構
築
、
小
豆
島
、
慶
雲
寺
民
宿
よ
り
通
い
、
米
軍
が

本
土
上
陸
に
備
え
て
築
城
す
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
十
日
未
明
、
軍
都
仙
台
に
Ｂ
29
重
爆

撃
機
百
二
十
二
機
来
襲
、
市
内
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
被
災

す
る
。
八
月
十
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
り
無
条
件

降
伏
で
武
装
解
除
終
戦
と
な
る
。
九
月
十
三
日
よ
り
十
月

二
十
一
日
ま
で
仙
台
臨
時
憲
兵
隊
第
二
大
隊
に
、「
治
安

維
持
の
為
暴
動
狙
撃
そ
の
他
公
安
を
乱
す
行
動
等
を
防
止
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す
る
た
め
の
日
本
軍
憲
兵
」
な
る
こ
と
の
証
明
書
を
交
付

さ
れ
勤
務
、
二
十
一
日
除
隊
と
な
り
復
員
帰
郷
す
る
。

五
十
七
回
目
の
終
戦
記
念
日
、
平
成
十
四
年
八
月
十
五

日
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
対
象
者
は
戦
死
し
た
軍
人
、

軍
属
約
二
百
三
十
万
人
と
空
襲
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
一

般
庶
民
約
八
十
万
人
、
敗
戦
に
よ
り
ソ
連
シ
ベ
リ
ア
に
捕

虜
の
身
と
な
り
強
制
連
行
さ
れ
抑
留
生
活
中
酷
寒
零
下
三

〇
度
の
異
国
で
強
制
労
働
に
耐
え
兼
ね
凍
土
に
眠
る
同
胞

約
六
万
人
…
…

母
は
来
ま
し
た
今
日
も
来
た

こ
の
岸
壁
に
今
日
も
来
た

届
か
ぬ
願
い
と
知
り
な
が
ら
も
し
や

も
し
や
に
も
し
や
も
し
や
に

ひ
か
さ
れ
て
…
…
「
岸
壁
の
母
」
よ
り

戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
幾
多
の
人
々
に
心
か
ら
追

悼
の
意
を
表
し
、
今
次
大
戦
に
お
け
る
戦
争
の
悲
惨
さ
や

戦
没
者
の
無
念
さ
、
遺
族
の
悲
し
み
が
年
次
世
代
と
共
に

風
化
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
残
さ
れ
し
「
生
」
あ
る
我
々
と

し
て
は
こ
れ
ら
の
戦
争
体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
義
務
あ

り
と
思
考
さ
れ
る
。
不
戦
を
誓
い
、
往
時
の
労
苦
を
想
起

さ
せ
、
将
来
に
一
切
の
愚
か
で
悲
惨
な
戦
争
行
為
を
放
棄

す
る
と
の
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
す
。
永
遠
の
平
和

の
礎
と
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
日
本
の
今
日
が
あ

る
の
は
幾
多
の
戦
友
及
び
同
胞
の
尊
い
犠
牲
の
代
価
で
あ

る
事
を
永
久
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

繰
り
言
な
が
ら
先
の
大
戦
の
よ
う
に
誠
に
不
幸
で
愚
か

な
戦
争
の
惨
状
を
再
び
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
現
在
の
国
防

は
自
衛
隊
と
改
称
し
な
が
ら
も
自
国
民
を
守
り
絶
対
に
海

外
派
兵
の
な
い
平
和
国
家
の
自
衛
隊
と
し
て
存
続
さ
せ
、

そ
し
て
世
界
永
遠
の
平
和
を
後
世
に
伝
え
世
界
と
の
友
好

関
係
を
築
く
よ
う
、
国
民
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
こ
と

を
誓
い
た
い
も
の
で
す
。

【
解

説
】

第
十
九
師
団
、
山
砲
兵
第
二
十
五
連
隊
、
後
の
「
杉
」

兵
団
、
所
謂
「
羅
南
男
児
」
と
言
わ
れ
た
強
兵
の
部
隊
で

あ
る
。

軍
隊
で
の
勤
務
生
活
中
、
九
死
に
一
生
を
得
た
経
験
が
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五
回
、
一
度
は
満
期
延
期
で
ト
ラ
ッ
ク
島
輸
送
船
で
…
…

二
度
目
は

昭
和
二
十
年
八
月
の
召
集

三
度
目
は

沖
縄
戦
に
免
か
れ
る

四
度
目
は

仙
台
市
の
Ｂ
29
爆
撃
の
難

五
度
目
は

北
方
要
員
で
「
日
蓮
丸
」
に
乗
船
し
て
お

れ
ば
、
敵
潜
水
艦
の
雷
撃
を
免
か
れ
た

戦
地
で
の
体
験
者
は
「
も
し
、
あ
の
時
、
…
…
で
あ
っ

た
な
ら
戦
死
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
体
験
を
持
っ

た
で
あ
ろ
う
。

軍
隊
で
は
命
令
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。「
上
官
の

命
は
天
皇
の
命
令
で
あ
る
」
と
教
育
さ
れ
て
い
た
。

軍
隊
で
の
教
育
は
、
所
謂
、「
典
・
範
・
令
」
に
よ
り

な
さ
れ
る
も
の
で
、
典
と
は
「
歩
兵
操
典
」
等
、
範
と
は

「
射
撃
教
典
」
等
、
令
と
は
「
作
戦
要
務
令
」
等
で
あ
る
。

そ
の
作
戦
要
務
令
の
綱
領
の
第
一
に
、

「
軍
ノ
主
ト
ス
ル
所
ハ
戦
闘
ナ
リ
、
故
ニ
百
事
皆
戦
闘

ヲ
以
テ
基
準
ト
ス
ヘ
シ
而
シ
テ
戦
闘
一
般
ノ
目
的
ハ
敵
ヲ

圧
倒
殲
滅
シ
テ
迅
速
ニ
戦
捷
ヲ
獲
得
ス
ル
ニ
在
リ
。

第
四

軍
紀
ハ
軍
隊
ノ
命
脈
ナ
リ
戦
場
到
ル
処
境
遇
ヲ

異
ニ
シ
且
諸
種
ノ
任
務
ヲ
有
ス
ル
全
軍
ヲ
シ
テ
上
将
帥
ヨ

リ
下
一
兵
ニ
至
ル
迄
脈
絡
一
貫
克
ク
一
定
ノ
方
針
ニ
従
ヒ

衆
心
一
致
ノ
行
動
ニ
就
カ
シ
メ
得
ル
モ
ノ
即
チ
軍
紀
ニ
シ

テ
其
ノ
弛
張
ハ
実
ニ
軍
ノ
運
命
ヲ
左
右
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
而

シ
テ
軍
紀
ノ
要
素
ハ
服
従
ニ
在
リ
故
ニ
全
軍
ノ
将
兵
ヲ
シ

テ
身
命
ヲ
君
国
ニ
献
ケ
至
誠
上
長
ニ
服
従
シ
其
ノ
命
令
ヲ

確
守
ス
ル
ヲ
以
テ
第
二
ノ
天
性
ト
成
サ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」

と
。こ

の
よ
う
に
命
令
の
確
守
、
上
長
に
服
従
の
軍
紀
は
軍

隊
の
命
脈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
軍
隊
に
於
い
て
は
命
令
に

絶
対
服
従
で
あ
る
。

従
っ
て
、
命
令
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

命
令
が
死
を
予
期
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
拒
否
は
で
き

な
い
。
現
在
会
社
の
規
正
、
ル
ー
ル
で
は
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
体
験
者
「
清
和
田
氏
」
は
、
そ
の
命

を
拒
否
で
は
な
く
、
そ
の
命
令
、
運
命
か
ら
免
れ
た
の
で

あ
る
。

軍
隊
に
入
っ
て
、
初
年
兵
の
時
か
ら
、
感
ず
る
こ
と
は

「
軍
隊
と
は
運
隊
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

187



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1419 188 88/11/15/17:07:22 H

E
G
U
1419 bun p175-201

運
は
、
自
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ぬ
、
ま
さ
に
運
命
で
あ

る
。
戦
地
に
行
き
、
生
き
て
還
っ
た
者
は
、
多
か
れ
、
少

な
か
れ
運
命
に
よ
っ
て
帰
還
で
き
た
と
実
感
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

例
え
ば
、
米
潜
水
艦
「
タ
ウ
ト
グ
号
」
は
魚
雷
を
前
部

に
七
発
、
計
十
四
発
搭
載
し
て
我
が
船
団
の
来
る
の
を

キ
ャ
ッ
チ
し
待
ち
構
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
敵
潜
の
レ
ー

ダ
ー
網
に
捕
捉
さ
れ
た
の
が
、
午
後
六
時
四
十
分
、
魚
雷

発
射
は
八
時
二
十
一
分
、
阿
鼻
叫
喚
が
嘘
の
よ
う
に
静
寂

に
戻
っ
た
の
は
午
後
九
時
頃
で
、
そ
の
時
は
「
日
蓮
丸
」

「
白
雲
」
は
海
底
に
消
え
た
と
い
う
。

こ
の
事
実
は
秘
匿
さ
れ
、
戦
死
を
知
ら
な
い
遺
族
が
多

数
お
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
さ
に
運
不
運
の
別
れ
目
で
あ

る
。
そ
の
中
に
は
羅
南
部
隊
満
期
除
隊
者
も
含
ま
れ
て
い

た
。

従
軍
中
の
食
物
散
見

京
都
府

矢

野

美
三
雄

私
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
二
月
二
十
五
日
、
故

国
を
立
ち
、
従
軍
期
間
約
四
年
八
カ
月
間
、
海
軍
の
後
方

支
援
の
兵
站
部
経
理
事
務
で
あ
っ
た
が
、
い
か
に
補
給
が

大
切
で
あ
る
か
を
痛
感
し
た
。
大
国
の
米
国
は
食
糧
の
確

保
が
勝
利
の
第
一
条
件
で
あ
る
こ
と
を
充
分
認
識
し
て
い

た
。
日
本
の
敗
戦
の
一
大
要
因
は
食
を
お
ろ
そ
か
に
し
た

か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

日
本
は
日
清
・
日
露
の
大
戦
に
は
食
は
現
地
で
徴
発
し

た
。
即
ち
略
奪
と
い
う
野
蛮
な
悪
業
が
公
然
と
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
戦
争
で
聖
戦
と
い
う
美
名
で
殺

人
行
為
が
行
わ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
残
虐
な
非
人
情

的
戦
闘
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
勤
皇
佐
幕
の
動
乱
の
時

期
を
経
て
明
治
維
新
の
大
業
と
な
っ
た
。
日
本
も
先
進
国

並
に
軍
備
を
持
ち
建
軍
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
古
語
に
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